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■ 本製品をご使用になられる前に必ず本書を

よくお読み頂いた上で、ご使用下さい。 

■ 本製品の設置や接続は、電気的知識のある

技術者が行って下さい。設置や交換作業の

前には必ず本製品の電源をお切り下さい。 

■ 本製品は本書に定められた仕様や条件の範

囲内でご使用下さい。 

■ 異常が発生した場合は、直ちに電源を切り、

原因を取除いた上で、再度電源を投入して

下さい。 

■ 故障や通信異常が発生した場合に備えて、

お客様でフェールセーフ対策を施して下さ

い。 

■ 本製品は原子力及び放射線関連機器、鉄道

施設、航空機器、船舶機器、航空施設、医

療機器などの人身に直接関わるような状況

下で使用される事を目的として設計、製造

されたものではありません。人身に直接関

わる安全性を要求されるシステムに適用す

る場合には、お客様の責任において、本製

品以外の機器・装置をもって人身に対する

安全性を確保するシステムの構築をして下

さい。 

警告 

■ 本製品の導電部分には直接触

らないで下さい。製品の誤動

作、故障の原因になります。 

■ 制御線や通信ケーブルは動力

線、高圧線と一緒に配線しな

いで下さい。１０ｃｍ以上を

目安として離して配線して下

さい。 

■ 本製品内に切粉や金属片等の

異物が入らないようにして下

さい。 

■ 本製品は分解、修理、改造を

行なわないで下さい。 

■ 氷結、結露、粉塵、腐食性ガ

スなどがある所、水、油、薬

品などがかかる所では使用し

ないで下さい。製品の損傷、

誤動作の原因となります。 

■ 入力端子には規定の電圧を入

力して下さい。製品の損傷、

誤動作の原因となります。 

 

注意 

誤った取扱いをすると、死亡又は重傷を負う可能性が想定される

場合を示します。 

安全にお使い頂く為に 

[安全上の記号と表示] 

本書では、本製品を安全に使用して頂く為に、注意事項を次のような表示と記号で示しています。 

これらは、安全に関する重大な内容を記載しておりますので、よくお読みの上、必ずお守り下さい。 

警告 

注意 

誤った取扱いをすると、傷害や軽傷を負う可能性及び物的損害の

発生が想定される場合を示します。 
（なお、注意に記載した事項でも状況によっては重大な事故に結

びつく場合もありますので、必ずお守り下さい。） 

 

 ! 

 ! 

 ! 

 

         本製品を安全かつ正しく使用して頂く為に、お使いになる前に本書をお読み頂き、 

十分に理解して頂くようお願い申し上げます。 

 ! 
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はじめに 
 

 

１） 概要 
ＦＡ－Ｍ３Ｒ Ａ－ｎｅｔステーションモジュールは、Ａ－ｎｅｔ通信で構築されたシステムを実現する

ＦＡ－Ｍ３Ｒ（横河電機製ＰＬＣ）専用モジュールで、他のＡ－ｎｅｔステーションを複数台接続するこ

とにより、各ステーションからアクセス可能な１つの共有メモリを実現できます。 

 

２） Ａ－ｎｅｔシステム 
Ａ－ｎｅｔシステムは、Ａ－ｎｅｔ通信ＩＣを使用した基板間（Ａ－ｎｅｔステーション）をマルチドロ

ップ方式で接続することにより、各ステーションからアクセス可能な1つの共有メモリ（グローバルメモ

リ：ＧＭ）を実現できるシステムです。 

 

   （１）マルチドロップ型通信で1つの共有メモリを実現 

      Ａ－ｎｅｔシステムは、複数のＡ－ｎｅｔステーションをマルチドロップ形式にて接続する事によ 

り、各Ａ－ｎｅｔステーションからアクセス可能な1つの共有メモリを実現できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （２）リアルタイム分散制御 

      共有メモリの実現により、リアルタイム分散制御が可能になりました。 

 

   （３）稼動中システムへの装置の増設（参入）、離脱（取外し）も可能 

Ａ－ｎｅｔシステムでの通信は、マルチドロップ接続と、パルストランスでの電気的絶縁を行って

いますので、稼動中に装置の増設、離脱が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-net 

ｽﾃｰｼｮﾝ 

ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟ接続通信ｹｰﾌﾞﾙ 

A-net 

ｽﾃｰｼｮﾝ 

A-net 

ｽﾃｰｼｮﾝ 

ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟ接続通信ｹｰﾌﾞﾙ 

参入 離脱 

A-net 

ｽﾃｰｼｮﾝ 

A-net 

ｽﾃｰｼｮﾝ 

A-net 

ｽﾃｰｼｮﾝ 

A-net 

ｽﾃｰｼｮﾝ 
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   （４）最長３００ｍの通信距離 

      Ａ－ｎｅｔシステム通信ケーブルの総延長 

               ３００ｍ： ３Ｍｂｐｓ時  

               ２００ｍ： ６Ｍｂｐｓ時  

               １００ｍ：１２Ｍｂｐｓ時（推奨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （５）共有メモリ（ＧＭ）とステーションアドレス（ＳＡ）と占有ブロック数（ＯＷＮ） 

      Ａ－ｎｅｔシステムでは１つの共有メモリを実現する為、各Ａ－ｎｅｔステーションを同一シス 

テム上で重複しない“ステーションアドレス”（ＳＡ）で識別します。Ａ－ｎｅｔステーションで

は共有メモリ内のＳＡから始まる８バイトを占有し、占有したエリアのみ書込みを行うことができ、

他のＡ－ｎｅｔステーションからはこのエリアに書込むことができません。 

各Ａ－ｎｅｔステーションでは占有ブロック数（ＯＷＮ）の変更により自己が占有するエリアを増

やすことができます。占有ブロック数を1つ増やす毎に８バイトの占有エリアが増えます。以下に

各ステーションの設定ＧＭの割付け例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！     注意 

３Ｍｂｐｓの設定は、本製品間の通信として使用する場合のみ可能です。 
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   （６）メール機能 

      Ａ－ｎｅｔシステムにはマルチドロップ接続されたステーション同士で１つの共有メモリを実現す 

る機能の他にポイント・トゥ・ポイントのメール機能があります。 

         メール機能はＡ－ｎｅｔの共有メモリを実現する機能のバックグランドで動作します。その為、メ 

ール機能で転送されるデータは共有メモリには現れず、直接転送先ステーションのメール受信バッ

ファへ転送されます。またこの時共有メモリの機能性は速度面、品質ともに全く影響を受けません。 

 

 

 

３） システム構成 
 

                                              ｾﾝｻ 

 

 

                                              表示灯 

 

 

                                              電圧入力機器 

 

 

                                              電圧出力機器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FA-M3R 

CPU 

ﾓｼﾞｭｰﾙ 

FA-M3R 

電源 

ﾓｼﾞｭｰﾙ 

A-net 

集合化ﾕﾆｯﾄ 

位置決めﾕﾆｯﾄ 

PCIﾏｽﾀ PC 

PCｶｰﾄﾞ ﾉｰﾄ PC 

FA-M3R 

A-net 

ｽﾃｰｼｮﾝ 

ﾓｼﾞｭｰﾙ 
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４） システム機能 
Ａ－ｎｅｔシステムは、信頼度

の高い省配線システムです。 

Ａ－ｎｅｔシステムは、２線式

半二重通信をとっており、シン

プルな構成で遠距離データ通信

を実現します。 

 

 

 

 

     

マルチドロップ方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （１）データ応答速度 

      Ａ－ｎｅｔシステムでは１２Ｍｂｐｓの通信能力を持っていますが、データ品質、通信距離、通信 

速度を考慮し、弊社からは１２Ｍｂｐｓの通信速度を推奨し、それに適合するケーブルを推奨して

います。 

（Ａ－ｎｅｔシステムではＡ－ＬｉｎｋよりＣＲＣ検定能力を上げています。） 

     

Ａ－ｎｅｔシステムの応答速度は、ステーション数と通信速度の関係より算出できます。 

 

(151+SA数) ×2× (SA数+2) 
 

通信速度 
 

 

     Ａ－ｎｅｔステーション応答速度 

 

応答速度 
ｽﾃｰｼｮﾝ数 

12Mbps(推奨) 6Mbps 3Mbps 

2 102.0μs 204.0μs 408.0μs 

4 155.0μs 310.0μs 620.0μs 

8 265.0μs 530.0μs 1.060 ms 

16 501.0μs 1.002ms 2.004 ms 

32 1.037ms 2.074ms 4.148 ms 

48 1.659ms 3.317ms 6.634 ms 

64 2.365ms 4.730ms 9.460 ms 

 

 

 

 

Ａ－ｎｅｔ通信ライン仕様 

項目 仕様 

通信方式 

絶縁方式 

通信速度 

同期方式 

誤り検出 

通信距離 

接続方式 

ｲﾝﾋﾟｰﾀﾝｽ 

2線式半二重通信 

ﾊﾟﾙｽﾄﾗﾝｽ絶縁 

3Mbps/6Mbps/12Mbps(推奨) 

ﾋﾞｯﾄ同期 

CRC-16 

100m(12Mbps:推奨)/200m(6Mbps)/300m(3Mbps) 

ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟ方式 

100Ω 

通信ﾗｲﾝ 

A-net 

ｽﾃｰｼｮﾝ 

A-net 

ｽﾃｰｼｮﾝ 

A-net 

ｽﾃｰｼｮﾝ 
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第１章 仕様 
 

この章では本製品の電気的仕様及び性能を一覧表形式で説明します。 

 

１－１ 一般仕様 
 

１－１－１  電気的仕様 
項  目 仕  様 

定格電圧 DC5V(PLCより供給) 
電 源 

消費電流 430mA以下 

 

１－１－２  環境的仕様 
項  目 仕  様 

使用周囲温度 0～55℃ 

保存周囲温度 -25～70℃ 

使用周囲湿度 30～90％RH(結露無きこと) 

保存周囲湿度 30～90％RH(結露無きこと) 

物理的環境 

使用雰囲気 腐食性ｶﾞｽ無きこと 

電気的条件 
耐ｲﾝﾊﾟﾙｽﾉｲｽﾞ 

(ﾉｲｽﾞｼﾐｭﾚｰﾀによる) 

ﾉｲｽﾞﾚﾍﾞﾙ 1KVp-p 

ﾊﾟﾙｽ巾 1μs 

 

１－１－３  通信仕様 
項  目 仕  様 

通信方式 2線式半二重通信 

絶縁方式 ﾊﾟﾙｽﾄﾗﾝｽ絶縁 

通信速度 3Mbps/6Mbps/12Mbps(推奨) ﾓｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀｴﾘｱの設定により切換(※1) 

同期方式 ﾋﾞｯﾄ同期 

誤り検出 CRC-16 

通信距離 総延長300m(3Mbps)/200m(6Mbps)/100m(12Mbps:推奨) 

接続方式 ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟ方式 

ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 100Ω 

終端抵抗 製品上に実装 ｽｲｯﾁにより有効/無効を設定 

外部ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 6ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀ端子台 

    （※１）２－４ モードレジスタエリア参照 

 

１－１－４  質量 
項  目 仕  様 

質 量 120g以下 

 

 

１－２ 品名・型式 
品  名 型  式 仕  様 

FA-M3R A-netﾏｽﾀﾓｼﾞｭｰﾙ FAMNZ00-0 2線式半二重通信 3/6/12Mbps 
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１－３ 各部の名称と説明 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 名  称 内  容 

① ｽﾃｰﾀｽ LED 

 

RDY(緑):CPUと通信が行なわれると点灯します。 

MON(緑):A-net通信正常時点灯します。 

LDN(黄):通信異常が発生し通信ﾊﾟｹｯﾄ内のﾃﾞｰﾀが破棄されると点灯します。 

CDN(赤):自分以外の A-netｽﾃｰｼｮﾝが故障した時、又は他の A-netｽﾃｰｼｮﾝが離脱

した時に点灯します。 

 

② 終端抵抗 

有効/無効ｽｲｯﾁ 

 

        ON :終端抵抗有効 

        OFF:終端抵抗無効 

 

  (出荷時設定:OFF) 

③ A-net通信ｺﾈｸﾀ  

 

 

 

 

 

   推奨適合ｺﾈｸﾀ :MC1,5/6-STF-3,81(Phoenix Contact製)･･･付属品 

   推奨適合ｹｰﾌﾞﾙ:ZHY221PS(伸光精線工業製) 

 

④ 取外しﾎﾞﾀﾝ 本製品をﾍﾞｰｽﾓｼﾞｭｰﾙより取外す際に使用します。 
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１－４ 外形寸法図 
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１-４ 

 

１－５ 接続 
 

Ａ－ｎｅｔ通信ライン 

使用するケーブル及びコネクタ端子台は以下のものを推奨します。 

   ケーブル     ：ＺＨＹ２２１ＰＳ（伸光精線工業製） 

     コネクタ端子台  ：ＭＣ１，５／６－ＳＴＦ３，８１（ＰＨＯＥＮＩＸ ＣＯＮＴＡＣＴ製） 

（付属品） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブルの加工手順については、ＡＬＧＯ省配線シリーズ 通信ケーブル加工手順書（ＤＣ１０１０

２０－Ｂ）を参照して下さい。 

ドキュメントの入手方法は営業窓口にご相談下さい。 
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１-５ 

 

１－６ 取付け／取外し 
 

本製品のベースモジュールへの取付けは、図に示すように、本製品の下端をベースモジュールに引っかけ、本

製品の上部を押付けて、ベースモジュールに固定します。取外しは上部ボタンを押し、ロックを外して手前に

引きます。 

なお、本製品の取付け／取外しは、必ず電源をＯＦＦにしてから行って下さい。 

    

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に振動などの恐れのある場合の為に、本製品はネジ止固定できるように考慮されています。下記のネジを用

意して、本製品の上部にあるネジ穴に、プラスドライバで締付けて下さい。このときプラスドライバは少し斜

めにする必要がありますので本製品とダクトの間を２０ｍｍ以上空けて下さい。 

   

                                   

                                  ネジ締付けトルク： 

                                      ０．６～１．０８Ｎ・ｍ（６．２～１１ｋｇｆ・ｃｍ） 

 

 

 

ベースモジュールの背面から本製品前面までは約９０ｍｍです。 

ケーブルを装着した場合、さらにケーブルの曲り分の寸法が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご用意いただくﾈｼﾞ 

ﾊﾞｲﾝﾄ頭ﾈｼﾞ M4 長さ12～15mm 

(ﾜｯｼｬ付きﾈｼﾞの場合は14～15mm) 
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 ２－１ 

第２章 メモリマップ 
 

この章では本製品のメモリマップについて説明します。 

 

 

２－１ メモリマップ 
 

本製品には、ＦＡ－Ｍ３ＲのＣＰＵモジュールに対するインターフェースとして、下記の入出力データエリア

があります。 

 

   ｱﾄﾞﾚｽ 15         0 

   $0001 0000 

 

 

 

 

 

 

   $0100 

   $0101 

 

 

 

 

 

 

 

   $0280 

 

 

 

 

   $0301 

 

 

 

   $0340 

 

         ※ 「＄」は１６進数を示します。 

 

 

 

GMｴﾘｱ 

 256ﾜｰﾄﾞ 

 

64ｽﾃｰｼｮﾝ分のﾒﾓﾘ 

 

ﾒｰﾙﾃﾞｰﾀｴﾘｱ 

 384ﾜｰﾄﾞ 

 

受信ﾒｰﾙ 1 ： 128ﾜｰﾄﾞ 

受信ﾒｰﾙ 2 ： 128ﾜｰﾄﾞ 

送信ﾒｰﾙ  ： 128ﾜｰﾄﾞ 

 

Reserved 

 128ﾜｰﾄﾞ 

ﾓｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀｴﾘｱ 

 64ﾜｰﾄﾞ 

 

動作ﾓｰﾄﾞ設定及びｽﾃｰﾀｽ情報 
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 ２－２ 

 

２－２ ＧＭエリア 
 

ＧＭ（グローバル・メモリ）エリアは、０～６３までの各ＳＡ（ステーションアドレス）を持つステーション

それぞれの占有エリア（４ワード）が連続して並んだ構成になっています。 

 

    ｱﾄﾞﾚｽ 15         0 

    $0001 

 

 

    $0005 

 

 

    $0009 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    $00F9 

 

 

    $00FD 

 

 

 

     ・ＧＭエリアメモリマップ 

 

   SA ｱﾄﾞﾚｽ  SA ｱﾄﾞﾚｽ  SA ｱﾄﾞﾚｽ  SA ｱﾄﾞﾚｽ 

   00 $0001  16 $0041  32 $0081  48 $00C1 

   01 $0005  17 $0045  33 $0085  49 $00C5 

02 $0009  18 $0049  34 $0089  50 $00C9 

03 $000D  19 $004D  35 $008D  51 $00CD 

04 $0011  20 $0051  36 $0091  52 $00D1 

05 $0015  21 $0055  37 $0095  53 $00D5 

06 $0019  22 $0059  38 $0099  54 $00D9 

07 $001D  23 $005D  39 $009D  55 $00DD 

08 $0021  24 $0061  40 $00A1  56 $00E1 

09 $0025  25 $0065  41 $00A5  57 $00E5 

10 $0029  26 $0069  42 $00A9  58 $00E9 

11 $002D  27 $006D  43 $00AD  59 $00ED 

12 $0031  28 $0071  44 $00B1  60 $00F1 

13 $0035  29 $0075  45 $00B5  61 $00F5 

14 $0039  30 $0079  46 $00B9  62 $00F9 

15 $003D  31 $007D  47 $00BD  63 $00FD 

SA00 

 4ﾜｰﾄﾞ 

SA01 

 4ﾜｰﾄﾞ 

SA02 

 4ﾜｰﾄﾞ 

SA62 

 4ﾜｰﾄﾞ 

SA63 

 4ﾜｰﾄﾞ 
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 ２－３ 

 

入力／出力はモードレジスタの「自己ステーションアドレス設定」・「占有ブロック数設定」により

決定されます。 

自己ステーションアドレスから占有ブロック数分が出力となり、その他は他ステーションよりの入力

となります。 

  

２－２－１ ラダープログラムによるアクセス方法 
ラダープログラムにより、入力データ（他ステーション）内容をリードする場合は、「ＲＥＡＤ（Ｈ

ＲＤでも可）」命令を使用して下さい。 

又、出力データ（自己ステーション）にライトする場合は、「ＷＲＩＴＥ（ＨＷＲでも可）」命令を

使用して下さい。 

 

READ sl n1 d k 

 

 

WRITE s sl n2 k 

 

     ｓｌ：Ａ－ｎｅｔモジュールの接続スロット番号 

     ｎ１：読出し先頭アドレス 

     ｎ２：書込み先頭アドレス 

      ｋ：転送データ数（ワード数） 

      ｄ：読出しデータを書込む先頭デバイス番号 

      ｓ：書込みデータの先頭デバイス番号 

 

 

   リード例： 

スロット３に接続されている本製品から、ステーション１のデータをＤ０００１～Ｄ０００４に書込

む。 

 

READ 03 0005 D0001 04 

            ｽﾛｯﾄ番号   読出し    書込み    転送ﾃﾞｰﾀ数 

                先頭ｱﾄﾞﾚｽ   先頭ﾃﾞﾊﾞｲｽ番号 

 

 

   ライト例： 

スロット３に接続されている本製品へ、Ｄ０００１～Ｄ０００４に格納されているデータをステーシ

ョン０に転送する。 

 

WRITE D0001 03 0001 04 

           書込みﾃﾞｰﾀ   ｽﾛｯﾄ番号   書込み    転送ﾃﾞｰﾀ数 

           先頭ﾃﾞﾊﾞｲｽ番号        先頭ｱﾄﾞﾚｽ 
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 ２－４ 

 

２－３ メールデータエリア 
 

メールデータエリアは２つの受信メールデータと１つの送信メールデータエリアがあります。 
メールの送受信は、このメールデータエリアとモードレジスタエリアの「メール着信」と「メール送信」を合

わせて使用します。 
  １度に扱えるメールは１２８ワード可能です。 
 
    ｱﾄﾞﾚｽ 15         0 

    $0101 

 

 

 

    $0180 

    $0181 

 

 

 

    $0200 

    $0201 

 
 
 
    $0280 

 

 

 

メール受信 

メールの受信はモードレジスタの「メール着信」を確認し、着信（１）であれば受信メールデータエ

リアよりメールデータを取込み、「メール着信」を受付（０）とします。 

着信されたメールデータのサイズは「メール着信サイズ」にて表されています。 

又、着信されたメールの送信元は「メール送信元ステーション」にて表されます。 

 
     ※ ２－４－１０ メール着信を参照して下さい。 
 

 

メール送信 

メールの送信は送信メールデータエリアにデータを書込み、モードレジスタの「メール送信サイズ」

と「メール送信先ステーション」をセットし、「メール送信要求」を要求（１）とします。 

メールが送信されたかを確認する為に、「メール送信要求」が受付（０）となったことを確認して下

さい。その際、「メール送信結果」が正常（０）であれば送信先へメールが送信されています。異常

（０以外）であればメール送信においてエラーが発生したことになります。 
 
※ ２－４－５ メール送信を参照して下さい。 

 
 

受信ﾒｰﾙﾃﾞｰﾀ 1 

 128ﾜｰﾄﾞ 

受信ﾒｰﾙﾃﾞｰﾀ 2 

 128ﾜｰﾄﾞ 

送信ﾒｰﾙﾃﾞｰﾀ 

 128ﾜｰﾄﾞ 
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 ２－５ 

 
メールの送信は８バイト単位で送出する為回線待ち、エラーの無い状態でのメール転送時間は以下の

通りとなります。 
 

転送時間Ｔ〔μｓ〕＝（転送バイト数／８＋３）×（ｌｏｆ＋ステーション数）×２／通信速度〔Ｍｂｐｓ〕 
             ×（ステーション数＋２） 
 

 ｼｮｰﾄﾌﾚｰﾑ ﾛﾝｸﾞﾌﾚｰﾑ 

lof(ﾌﾚｰﾑ長定数) 151 256 

            ※ショート／ロングフレームについては２－４－２ 通信設定を参照下さい。 
 
        例）通信速度１２Ｍｂｐｓ、ショートフレーム、ステーション数１０で通信しており、１６バイトの 

データを転送する場合 

   

Ｔ＝（１６／８＋３）×（１５１＋１０）×２／１２×（１０＋２） 

＝１６１０〔μs〕 
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 ２－６ 

 

２－４ モードレジスタエリア 
 

本製品では、このエリアに設定されている情報をもとに通信を行います。 

モジュール状態や通信状況をモニタできます。 

 

    ｱﾄﾞﾚｽ 15         0 

    $0301 

 

    $0302 

 

    $0303 

 

    $0304 

 

    $0305 

 

    $0306 

 

    $0307 

 

 

    $0309 

 

 

 

    $030D 

 

 

 

    $0311 

 

 

 

    $0315 

 

 

    $0318 

 

    $0319 

 

    $031A 

 

    $031B 

 

    $031C 

 

 

 
 

 

ｺﾝﾄﾛｰﾙｺﾏﾝﾄﾞ 

ｽﾃｰｼｮﾝ最終ｱﾄﾞﾚｽ設定 

通信速度設定 

自己ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ設定 

占有ﾌﾞﾛｯｸ数設定 

Reserved 

 2ﾜｰﾄﾞ 

ﾘﾝｸｸﾞﾙｰﾌﾟ監視設定 

 4ﾜｰﾄﾞ 

ﾒﾝﾊﾞｰｸﾞﾙｰﾌﾟ監視設定 

 4ﾜｰﾄﾞ 

ﾃﾞｰﾀﾘﾆｭｰｱﾙ監視設定 

 4ﾜｰﾄﾞ 

Reserved 

 3ﾜｰﾄﾞ 

設定更新(EEPROM) 

ﾒｰﾙ送信要求 

ﾒｰﾙ送信ｻｲｽﾞ 

ﾒｰﾙ送信先ｽﾃｰｼｮﾝ 

ﾒｰﾙ送信結果 
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 ２－７ 

 
 
 
    ｱﾄﾞﾚｽ 15         0 

    $031D 

 

 

    $0320 

 

    $0321 

 

    $0322 

 

    $0323 

 

    $0324 

 

    $0325 

 

    $0326 

 

    $0327 

 

    $0328 

 

    $0329 

 

 

 

    $032D 

 

 

 

    $0331 

 

 

 

    $0335 

 

 

 

    $0339 

 

    $033A 

 

    $033B 

 

 

 

 

 

Reserved 

 3ﾜｰﾄﾞ 

Reserved 

 

ﾓｼﾞｭｰﾙｽﾃｰﾀｽ 

ｺﾝﾄﾛｰﾙ状況 

自己ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ状況 

占有ﾌﾞﾛｯｸ数状況 

RUNﾌﾗｸﾞ 

  

ﾘﾝｸｸﾞﾙｰﾌﾟ状況 

 4ﾜｰﾄﾞ 

ﾒﾝﾊﾞｰｸﾞﾙｰﾌﾟ状況 

 4ﾜｰﾄﾞ 

ﾃﾞｰﾀﾘﾆｭｰｱﾙ状況 

 4ﾜｰﾄﾞ 

ﾚｼｰﾌﾞ状況 

 4ﾜｰﾄﾞ 

ﾒｰﾙ 1着信 

ﾒｰﾙ 1着信ｻｲｽﾞ 

ﾒｰﾙ 1送信元ｽﾃｰｼｮﾝ 

ｽﾃｰｼｮﾝ最終ｱﾄﾞﾚｽ状況 

通信速度状況 

Reserved 

 



ＦＡ－Ｍ３Ｒ Ａ－ｎｅｔステーションモジュール                    第２章 メモリマップ 

 ２－８ 

 
 
 
    ｱﾄﾞﾚｽ 15         0 

    $033C 

 

    $033D 

 

    $033E 

 

    $033F 

 

    $0340 

 

 

 

ﾒｰﾙ 2着信 

ﾒｰﾙ 2着信ｻｲｽﾞ 

ﾒｰﾙ 2送信元ｽﾃｰｼｮﾝ 

Reserved 

Reserved 
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 ２－９ 

 

２－４－１ コントロールコマンド 
このコマンドは本製品に対して、通信開始／停止を要求します。 

      15                        1  0 

  $0302 

 

                      通信開始(1)／停止(0) 

 

    通信を開始する時にはこのコマンドを開始（１）にします。 

本製品は「通信設定」をもとに通信を行います。通信開始前には必ず「通信設定」を設定して下さい。 

通信設定がされていない場合はデフォルト値にて通信を開始します。 

通信を停止する時にはこのコマンドを停止（０）にします。 

 

 

２－４－２ 通信設定 
Ａ－ｎｅｔ通信に必要な４項目の設定を行います。 

（１） ステーション最終アドレス設定 

通信サイクルの最終ステーションアドレスの設定です。 

15                           0 

          $0303 

 

         1～63 

 （ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=63） 

最大設定は６３（６４ステーション）です。 

この値が少ないほど通信サイクルタイムは早くなります。 

 

（２） 通信速度設定 

通信レートとフレームモードの設定です。 

                 15             8 7             0 

          $0304 

 

通信速度 

3Mbps(1) 

3Mbps(2) 

12Mbps(3) 

(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=3) 

ﾌﾚｰﾑﾓｰﾄﾞ 

ｼｮｰﾄ(0) 

ﾛﾝｸﾞ(1) 

(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0) 

 

通信レートは３Ｍｂｐｓ／６Ｍｂｐｓ／１２Ｍｂｐｓの３種類が設定可能です。 

フレームはショートフレーム（通常）／ロングフレームの２種類が設定可能です。 

ロングフレームに設定した場合はショートフレームに比べて長い距離間での通信が可能にな

りますが、通信サイクルタイムも伸びること（約１．７倍）になります。 

 

 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

 

0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0   
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 ２－１０ 

 

（３） 自己ステーションアドレス設定 

本製品のステーションアドレスの設定です。 

 

15                           0 

          $0305 

 

         1～63 

 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=0) 

 

この設定によりＧＭ上の自己のメモリ位置が決められます。 

 

（４） 占有ブロック数設定 

ＧＭ内の占有するブロック数の設定です。 

 

15                           0 

          $0306 

 

         1～63 

 (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ=1) 

 

占有されたブロックは本製品のみ書込み可能となり、他のステーションからの書込みは行え

ません。 

占有されたブロックに対応するＳＡは他のステーションでは使用できませんので注意して下

さい。 

 

   設定例： 

    自己ステーションアドレス＝１、占有ブロック数＝２とした場合 

 

           $0001 

 

 

            $0005 

 FA-M3R 

本製品が占有 

           $0009                       書込みが可能 

 他のｽﾃｰｼｮﾝの 

SA02使用は不可 

            $000D 

 

 

           $0011 

 

 

 

 

※ 電源投入時はＥＥＰＲＯＭより読出した値になっています。 

※ ＥＥＰＲＯＭの設定がされていない場合は、デフォルト値となります。 

 

 

 

SA00 

 4ﾜｰﾄﾞ 

SA01 

 4ﾜｰﾄﾞ 

SA02 

 4ﾜｰﾄﾞ 

SA03 

 4ﾜｰﾄﾞ 

SA03 

 4ﾜｰﾄﾞ 
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 ２－１１ 

 

２－４－３ 監視設定 
（１） リンクグループ監視設定 

特定のステーションとのリンク状況を監視する為の設定です。 

リンクグループ監視設定は全ステーションに対応したビットの集合体です。 

15                                        0 

      $0309 

      $030A 

      $030B 

      $030C 

 

グループとして設定されたステーションのリンク状況は、Ａ－ｎｅｔユニットのフレーム

開始時にチェックし、一致（ＬＯＫ Ｘ１１）・不一致（ＬＮＧ Ｘ１２）を割込みとし

てＣＰＵモジュールに通知することができます。 

 

（２） メンバーグループ監視設定 

特定のステーションとのメンバー状況を監視する為の設定です。 

メンバーグループ監視設定は全ステーションに対応したビットの集合体です。 

15                                        0 

      $030D 

      $030E 

      $030F 

      $0310 

 

グループとして設定されたステーションがメンバーから外れた時（ＭＧＮＣ Ｘ００６）

設定されたステーションがメンバーから外れた時あるいは設定していないステーション

がメンバーになった時（ＭＧＮＥ Ｘ００５）を割込みとしてＣＰＵユニットに通知する

ことができます。 

 

※ メンバーとは３サイクル以上連続でリンクが成立しているか不成立かを表します。 

 

（３） データリニューアル監視設定 

特定のブロックのデータ変化を監視する為の設定です。 

データリニューアル監視設定は全ステーションに対応したビットの集合体です。 

15                                        0 

      $0311 

      $0312 

      $0313 

      $0314 

 

設定されたブロック（４ワード）のデータ変化（ＤＲ Ｘ００２）を割込みとしてＣＰＵ

ユニットに通知することができます。 

 

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 

63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 

63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 

63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 
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 ２－１２ 

 

２－４－４ 設定更新 
通信設定・監視設定をＥＥＰＲＯＭに保存します。 

    15                        1  0 

  $0318 

 

                      更新(1)／受付(0) 

 

次回起動時は最後に更新した設定値が読出されます。 

設定更新の手順は必要な設定を書込み、設定更新を更新（１）とすることで本製品は設定値をＥＥＰ

ＲＯＭに書込み更新後に設定更新を受付（０）とします。 

（設定更新に必要な時間は約１０ｍｓです。） 

保存する設定を以下に記します。 

・ステーション最終アドレス設定 

・通信速度設定 

・自己ステーションアドレス設定 

・占有ブロック数設定 

・リンクグループ監視設定 

・メンバーグループ監視設定 

・データリニューアル監視設定 

 

本製品は、通信停止中以外は設定の更新を行いませんので、必ず通信を停止した状態で更新を行って

下さい。また、更新中に電源を切らないよう注意して下さい。誤って電源を切ってしまった場合は、

ＥＥＰＲＯＭ内のデータが破損している恐れがありますので再度更新を行って下さい。 

 

２－４－５ メール送信 
特定のステーションに対して１２８ワードまでのデータを送信することができます。 

メール送信は、「送信メールデータ」に送信するデータを転送し、「メール送信先ステーション」、

「メール送信サイズ」を書込み後、「メール送信要求」をＯＮすることにより送信されます。 

 

（１） メール送信要求 

メール送信を行います。 

15                         1   0 

          $0319 

 

         要求(1)／受付(0) 

 

メール送信要求を要求（１）にすることによりメールが送信されます。 

送信が終了すると本製品にてメール送信要求は受付（０）となりますので、メール送信後は

必ず確認をして下さい。 

 

（２） メール送信サイズ 

送信するメールデータのサイズを設定します。 

15                           0 

          $0331 

 

         1～32 

 

メールサイズはワード単位で計算します。 

 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

 



ＦＡ－Ｍ３Ｒ Ａ－ｎｅｔステーションモジュール                    第２章 メモリマップ 

 ２－１３ 

 

（３） メール送信先ステーション 

メールを送信する先のステーションアドレスを設定します。 

 

15                           0 

          $031B 

 

         0～63 

 

ここで設定されたステーションに対してメールが送信されます。 

 

（４） メール送信結果 

メールの送信結果が表されます。 
15                6   5  4  3 2 1  0 

          $031C 

 

         NORDY 

 NOEX 

                 TOUT 

                 SZFLT 

                  
                 STOP 

            ※異常時は該当するﾋﾞｯﾄがON(1) 
 
１）ＮＯＲＤＹ （Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ Ｎｏｔ Ｒｅａｄｙ） 
送信先のステーションが受信待機中でないとき。 
 

２）ＮＯＥＸ （Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ Ｎｏｔ Ｅｘｉｓｔ） 
送信先のステーションが存在しないとき。 
 

３）ＴＯＵＴ （Ｌｉｍｉｔ Ｔｉｍｅ Ｏｕｔ） 
＊＊＊サイクル時間内に送信が完了しないとき。 
 

４）ＳＺＦＬＴ （Ｓｉｚｅ Ｆａｕｌｔ） 
メールの送信サイズが不正のとき。 
 

５）ＳＴＯＰ （Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｔｏｐｅｄ） 
通信が開始されていないあるいは正常でなく通信できないとき。 

 
送信終了時には必ずこのメール送信結果を確認して下さい。 
 

 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  0     
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 ２－１４ 

 

２－４－６ モジュールステータス 
このステータスは本製品の状態を表します。 

      15                       2 1  0 

  $0321 

 

                      停止(0)／起動(1)／異常(2) 

 

（１） 停止 

電源投入後、停止（０）状態となります。 

（２） 起動 

ＥＥＰＲＯＭ保存データをチェックし異常が無ければ起動（１）状態となります。 

起動後、通信開始が可能となります。 

（３） 異常 

ＥＥＲＯＭ保存データ異常の場合に、異常（２）となります。 

 

ＥＥＰＲＯＭ保存デ－タ異常の場合は、再度設定更新を行うことにより異常は解除され、起

動状態となります。 

 

    ＲＵＮフラグ 

    15                           0 

  $0327 

 

                      100msec周期で1ずつｲﾝｸﾘﾒﾝﾄする 

                                      ($0000～$FFFF) 

 

２－４－７ コントロール状況 
本製品の通信開始／停止の状況を表します。 

      15                        1  0 

  $0322 

 

                      通信開始(1)／停止(0) 

 

コントロールコマンドにより、通信が開始されると本製品は通信設定にもとづいてＡ－ｎｅｔ通信を

開始します。 

Ａ－ｎｅｔ通信開始後、他ステーションとの通信が確立すると、通信開始（１）となります。 

通信開始以降、ＧＭデータは有効となります。 

 
 

２－４－８ 通信設定状況 
現在通信中（コントロールコマンドによる通信開始時）の設定状況を表します。 

各内容は「通信設定」と同様です。 

 

（１） ステーション最終アドレス状況 

（２） 通信速度状況 

（３） 自己ステーションアドレス状況 

（４） 占有ブロック数状況 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  
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 ２－１５ 

 

２－４－９ 監視状況 
現在の各監視状況を表します。 

 
（１） リンクグループ状況 

全ブロックのリンク状況をＯＫ（１）／ＮＧ（０）にて表します。 
15                                        0 

      $0329 

      $032A 

      $032B 

      $032C 

 
割込み有効時に、割込み発生時のリンクグループ状況がロックされ解除まで保持されます。 
 

（２） メンバーグループ状況 
全ブロックのメンバー状況をＯＫ（１）／ＮＧ（０）にて表します。 

15                                        0 

      $032D 

      $032E 

      $032F 

      $0330 

 
割込み有効時に、割込み発生時のリンクグループ状況がロックされ解除まで保持されます。 
 

（３） データリニューアル状況 
データリニューアル監視設定で指定されたブロックのデータ変化状況が表されます。 

15                                        0 

      $0331 

      $0332 

      $0333 

      $0334 

 
割込み有効時に、割込み発生時のリンクグループ状況がロックされ解除まで保持されます。 
 
 

（４） レシーブ状況 
全ブロックのレシーブ状況が表されます。 
 

15                                        0 

      $0335 

      $0336 

      $0337 

      $0338 

 
 
 

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 

63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 

63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 

63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 

63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 
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 ２－１６ 

 
２－４－１０ メール着信 

特定のステーションに対して１２８ワードまでのデータを受信することができます。 

メールが着信すると、「メール着信」がＯＮされます。 

「メール着信元ステーション」によりメールを送信したステーションアドレスが表され、「メール着

信サイズ」により着信したメールのデータサイズが表されます。「着信メールデータ」より必要サイ

ズ分のデータを読取って下さい。 

データ読取り後は「メール着信」をＯＦＦして下さい。 

 

（１） メール着信 

メールが着信したことを表します。 

15                         1   0 

          $0339 

 

         着信(1)／受付(0) 

 

メールが着信すると着信（１）となります。 

読取りが終了すると受付（０）として下さい。本製品は着信（１）中は次メールの受信を行

いません。 

 

（２） メール着信サイズ 

着信したメールデータのサイズを表します。 

 

15                           0 

          $033A 

 

         1～32 

 

メールサイズはワード単位で計算します。 

メールは４ワード単位を１ブロックとして扱われますので、メールサイズが４の倍数でない

場合は４の倍数としたサイズとなります。 

 

 設定例： 

  ３ワードのデータが着信した場合 ： ４ 

  ５ワードのデータが着信した場合 ： ８ 

  ２２ワードのデータが着信した場合：２４ 

 

（３） メール着信元ステーション 

着信したメールを送信したステーションアドレスを表します。 

 

15                           0 

          $033B 

 

         0～63 

 

 

 

 

 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  
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３－１ 

第３章 割込み機能 
 

 この章では本製品からの割込み機能について説明します。 

 

 

３－１ 割込み情報の取得方法 
 

運用中に本製品側で通信エラー発生やメール着信、ＧＭデータ更新が発生すると、対応する入力リレーのビッ

トがＯＮします。 

割込みが解除されるとＯＦＦになります。 

ラダーによる割込み処理は「ＩＮＴＰＸｕｓｓｎ～ＩＲＥＴ」命令を使用します。 

 

割込み機能の入力リレー割付け  

入力リレー№     割込み機能名 

01 ALM (Alarm) 

A-netﾓｼﾞｭｰﾙの通信ﾌﾚｰﾑ開始 

02 DR (Data Renewal) 

ﾃﾞｰﾀﾘﾆｭｰｱﾙ監視設定されたｽﾃｰｼｮﾝのGMﾃﾞｰﾀ更新 

03 MR (Mail Receive) 

他ｽﾃｰｼｮﾝからのﾒｰﾙ着信 

04 MSF (Mail Send Finish) 

ﾒｰﾙ送信終了 

05 

 

MGNE (Member Group Not Equal) 

ﾒﾝﾊﾞｰｸﾞﾙｰﾌﾟ監視設定されたｽﾃｰｼｮﾝがﾒﾝﾊﾞｰから外れた､又はｸﾞﾙｰﾌﾟに設定していな

いｽﾃｰｼｮﾝがﾒﾝﾊﾞｰになった 

06 

 

MGNC (Member Group Not Collect) 

ﾒﾝﾊﾞｰｸﾞﾙｰﾌﾟ監視設定されたｽﾃｰｼｮﾝがﾒﾝﾊﾞｰから外れた 

07 

 

RC (Resize Complete) 

他のｽﾃｰｼｮﾝからのﾘｻｲｽﾞ宣言を受信し､ﾘｻｲｽﾞ処理が終了した 

08 

 

RSTP (RUN Stop) 

通信ﾌｪｰｽﾞがRUNﾌｪｰｽﾞから他のﾌｪｰｽﾞになった 

09 

 

RSTR (RUN Start) 

通信ﾌｪｰｽﾞがRUNﾌｪｰｽﾞになった 

10 

 

MC (Member Change) 

ﾒﾝﾊﾞｰの変化が起こった 

11 

 

LOK (Link Group OK) 

ﾘﾝｸｸﾞﾙｰﾌﾟ監視設定された全ｽﾃｰｼｮﾝのﾘﾝｸが揃った 

12 

 

LNG (Link Group No Good) 

ﾘﾝｸｸﾞﾙｰﾌﾟ監視設定された全ｽﾃｰｼｮﾝのﾘﾝｸが､A-netﾕﾆｯﾄのﾌﾚｰﾑ開始時に揃っていな

い 

13 

 

BD (Break Detect) 

ｻｲｸﾙ中に他ｽﾃｰｼｮﾝの発したﾌﾞﾚｰｸ要求を探知した 

14 

 

RO (Resize Overlap) 

ﾘｻｲｽﾞ宣言が､他ｽﾃｰｼｮﾝのﾘｻｲｽﾞ宣言と重複した 

15 

 

PR (Ping Receive) 

他ｽﾃｰｼｮﾝからのPING受信 

16 

 

JD (Jammer Detect) 

ｻｲｸﾙ中にｼﾞｬﾏｰを探知 
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３－２ 

 

３－２ 割込み機能の使用について 
 

割込み機能を使用するには、あらかじめ設定が必要な機能があります。以下に必要な設定について説明します。 

 

（１） ＤＲ割込み機能 

この割込み機能を使用するには、「データリニューアル監視設定」にて監視するステーションを設定

しておく必要があります。 

監視設定されたステーションのデータが更新されると割込みを発生させます。 

割込み発生時に、「データリニューアル状況」を読出すことにより、データが更新されたステーショ

ンがわかります。 

 

（２） ＭＧＮＥ／ＭＧＮＣ割込み機能 

この割込み機能を使用するには、「メンバーグループ監視設定」にて監視するステーションを設定し

ておく必要があります。 

監視設定されたステーションがメンバーから外れた時（ＭＧＮＥ／ＭＧＮＣ）、又は指定していない

ステーションがメンバーになった時（ＭＧＮＥ）に割込みを発生させます。 

割込み発生時に、「メンバーグループ状況」を読出すことにより、メンバーから外れた、又はメンバ

ーになったステーションがわかります。 

 

（３） ＬＯＫ／ＬＮＧ割込み機能 

この割込み機能を使用するには、「リンクグループ監視設定」にて監視するステーションを設定して

おく必要があります。 

監視設定された全ステーションのリンクが揃った時（ＬＯＫ）、あるいは全ステーションのリンクが

揃っていない時（ＬＮＧ）に割込みを発生させます。 

割込み発生時に、「リンクグループ状況」を読出すことにより、各ステーションのリンク状況がわか

ります。 
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４－１ 

 

第４章 サンプルプログラム 
 

ラダープログラムによる本製品使用例のサンプルプログラムです。 

  本製品はスロット２に接続するものとしています。 

 

 

４－１ 運用開始のラダープログラム作成例 
 

  接続ステーション数６４、通信速度１２Ｍｂｐｓでの運用開始例です。 

  本製品のステーションアドレスは０、占有ブロック数は３２としています。 
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４－２ 

 

４－２ ＧＭデータ更新のラダープログラム作成例 
 

他ステーション３２～６３のＧＭデータをＤ００１００～Ｄ００２２７に読出し、Ｄ００３００～Ｄ００４２

７を自己ＧＭに書込む例です。 
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４－３ Ａ－ｎｅｔメール受信処理のラダープログラム作成例 
 

メール１・２それぞれの着信データを着信サイズ分読出す例です。 

メール１はＤ００６００から着信サイズ分、メール２はＤ００８００から着信サイズ分です。 

着信サイズは４ワードを１単位とした数値になるので注意が必要です。例えば６ワードのデータを着信した場

合は、着信サイズは２となります。 

よって、読出しサイズは２×４＝８ワード分となります。 
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４－４ 

 

４－４ Ａ－ｎｅｔメール送信処理のラダープログラム作成例 
 

Ｄ００５００～のデータをＤ０００３５のサイズ分送信する例です。 

送信サイズは４ワードを１単位とした数値になるので注意が必要です。例えば６ワードのデータを送信する場

合は、送信サイズは２となります。 
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４－５ 

 

４－５ Ａ－ｎｅｔ通信異常検出のラダープログラム作成例 
 

Ａ－ｎｅｔ通信異常を検出にてリレーＹ００３０１を点灯させる例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－６ 割込み処理のラダープログラム作成例 
 

入力リレーＸ００２０２を使用してＡ－ｎｅｔのＤＲ（Ｄａｔａ Ｒｅｎｅｗａｌ）割込みにてＩ００００５

をＯＮさせる例です。 

割込み発生時の全ステーションのデータリニューアル状況をＤ０００３０～Ｄ０００３３に読出しています。 
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５－１ 

第５章 トラブルシューティング 
 

 

本章では、初歩的な問題点の簡単な解決法を説明します。 

 

 

５－１ トラブルシューティング 
 

症  状 ﾁｪｯｸ項目 処  置 

電源、CPUﾓｼﾞｭｰﾙ、本製品は、正

しく接続されていますか？ 

 

正しく接続して下さい 

 

CPUﾓｼﾞｭｰﾙと通信を行なわない 

（RDYが点灯しない） 

電源ﾓｼﾞｭｰﾙの RDYは点灯してい

ますか？ 

 

入力電源、ｹｰﾌﾞﾙを調べて下さい 

通信ｹｰﾌﾞﾙは正しく接続されてい

ますか？ 

5-1の A-net通信ﾗｲﾝ接続図を参考

に接続して下さい 

 

通信ﾗｲﾝの最後のｽﾃｰｼｮﾝは終端抵

抗有効になっていますか？ 

 

終端抵抗を有効にして下さい 

自己ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、占有ﾌﾞﾛｯｸ数は

正しく設定されていますか？ 

 

自己ｽﾃｰｼｮﾝｱﾄﾞﾚｽ、占有ﾌﾞﾛｯｸ数を正

しく設定して下さい（CPUﾓｼﾞｭｰﾙよ

り設定） 

 

正しく動作しない 

（MONが点灯しない） 

3Mbps/6Mbps/12Mbpsは正しく設

定されていますか？ 

 

通信設定を正しく設定して下さい 

（CPUﾓｼﾞｭｰﾙより設定） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

このユーザーズマニュアルについて 

 

(１)本書の内容の一部又は全部を当社からの事前の承諾を得ることなく、無断で複写、複製、掲載すること

は固くお断りします。 

(２)本書の内容に関しては、製品改良の為お断りなく、仕様などを変更することがありますのでご了承下さ

い。 

(３)本書の内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きのことがございま

したらお手数ですが巻末記載の弊社もしくは、営業所までご連絡下さい。その際、巻末記載の書籍番号

も併せてお知らせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７２ＦＭ１０００２Ｅ                              ２００６年  ５月 第５版 

７２ＦＭ１０００２Ａ                              ２００４年  ５月  初版 

 

株式会社アルゴシステム 

 

 本社 

 〒５８７－００２１ 大阪府堺市美原区小平尾６５６番地          ＴＥＬ（０７２）３６２－５０６７ 

                                     ＦＡＸ（０７２）３６２－４８５６ 

 大阪営業所 

 〒５４２－００８１ 大阪市中央区南船場１－１２－３           ＴＥＬ（０６）６２６３－９５７５ 

船場グランドビル３Ｆ           ＦＡＸ（０６）６２６３－９５７６ 

 東京営業所 

 〒１０４－００６１ 東京都中央区銀座７－１５－８            ＴＥＬ（０３）３５４１－７１７０ 

                  銀座堀ビル２Ｆ            ＦＡＸ（０３）３５４１－７１７５ 

 

ホームページ http://www.algosystem.co.jp/ 


